
松野さとる 第2ステージへ【新・元気八策】

１.安全・安心・強靭で美しいまちづくり
●防災機能を備えた新たな市庁舎の建設を検討します
●生活弱者の間口置き雪対策など、「総合的な雪対策」を一層推進します
●誰もが住みたいと思えるまちの実現に向け、移住定住促進施策の拡充や新千歳空
港への陸路アクセスの向上など、新しい人の流れをつくります

２.活力ある産業を育み、働く人が元気な環境づくり
●ICT（情報通信技術）を活用した日本最先端のスマート農業により、新たな農業
ビジネスを展開し雇用を創出します

●駅前通りの整備促進や現消防庁舎跡地に道営住宅を誘致するなど、まちの顔とな
る駅周辺や中心市街地をさらに活性化し、賑わいを創出します

●新しい次元の観光振興により、誘客の促進や交流人口の拡大を図り、地域の活性
化を推進します

３.市民に優しく幸福度の高い暮らしの実現
●全国の自治体で初めて「健康経営都市宣言」を行った日本のトップランナーとし
て、健康経営（市民の健康とまちの健康の両立）を推進します

●高齢者に優しいまちづくりを推進し、幸齢者として健康寿命を延伸します
●障がいのある人に優しい共生型のまちづくりを推進します

４.子育て環境、快適なまち日本一を目指す
●生まれる前からの切れ目のない子育て支援をレベルアップします
●若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえます
●未来を見据えた高いレベルの教育を推進します

５.若者や女性が、活き活きと輝くまちづくり
●まちづくりに若者や女性が積極的に参画し意見が反映される仕組みをつくります
●真の男女共同参画社会を目指し、ワークライフ（仕事と暮らし）バランスや働き
方改革を推進します

●地元学生の定着の促進を図ります

６.市民が誇れる芸術・文化・スポーツの薫り高いまちづくり
●老朽化したスポーツセンターに代わり、市民の健康づくりを推進する新たなス
ポーツ施設（多目的アリーナ）の建設を検討します

●「2019障がい者国際芸術祭」の誘致を進めます
●2020東京パラリンピックの事前合宿の誘致を進めます

７.地域力を高める市民自治と市民パワー
●元気な地域を担い活躍する人材育成を支援します
●市民の声を市政に一層反映するため、政策の企画立案・実践・評価・改善に、市
民自らが参加できる仕組みづくりを進めます

●地域の拠点を形成し、地域コミュニテイと生活機能を守ります

８.市民の満足度を高める持続可能な自治体経営
●将来を見据えた岩見沢市の目指す都市像を実現するため、新たな「総合計画」を
策定し、「人口ビジョン」・「総合戦略」と整合を図りながら計画的なまちづく
りを進めます

●情報の受発信や共有を充実し、市民により身近で透明性の高い市政を目指します
●市民からの信頼の確保・向上を図るため、トップマネジメントを強化し、職員や
組織の意識改革やコンプライアンス（法令順守）に継続して取り組みます


